
 

 

 
 
 
 
 
  
 
 

 

 

 

イチゴに似た表面の凹凸を持つケイソウを発見 

琵琶湖周辺でも見つかっていた種、実は新種だった！ 
 

 

概要 

・福井県立大学大学院の鎌倉史帆さん（現 奈良女子大）を筆頭とする研究チームは、中池見湿

地（福井県敦賀市）から見つかったハフケイソウと呼ばれるケイソウの一種を、Epithemia 

fragarioides（エピテミア・フラガリオイデス）として新種記載しました。 

・種小名の「フラガリオイデス（fragarioides）」は、走査電子顕微鏡で観察すると殻の表面が

イチゴ（属名フラガリア (Fragaria)）の表面に似た独特な凹凸をもつことにちなんでいます。 

・このケイソウは、これまでにも琵琶湖周辺など日本各地の湿地や河川からよく見つかっていま

したが、他の似た種と混同されたりして、新種とは考えられていませんでした。 
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発見の経緯 

ケイソウは、淡水から海水まであらゆる水環境に生育する単細胞生物で、ほとんどが光合成を

行い、地球上の一次生産者として重要な地位を占めています。ケイソウの最大の特徴は、細胞が

オパールの殻におおわれていることです。殻の形はケイソウの種によってさまざまに異なって

います。 

鎌倉史帆さんは福井県立大学の大学院に在籍中、後にエピテミア・フラガリオイデスと命名さ

れるケイソウが、中池見湿地（福井県敦賀市）で大量発生しているのを見つけました。そして長

期にわたり観察を続け、多くのケイソウで見られる長期的なサイズ変化が、このケイソウではほ

とんど見られないことなどを明らかにしました。 

同じころ、琵琶湖博物館の大塚泰介は、立命館大学びわこ・くさつキャンパス内の湿地から見

つかった同種のケイソウの顕微鏡写真を前に、頭を抱えていました。これまでこのケイソウにつ

けられてきたいくつかの名前が、全て間違いであることに気づいてしまったのです。しかしこの

ケイソウは、大塚が琵琶湖博物館はしかけ・たんさいぼうの会の仲間たちとともに集めてきたど

のサンプルにも、少ししか含まれていませんでした。そこで大塚は、鎌倉さんにこのケイソウに

ついて情報提供するとともに、詳しい分類学的研究を依頼しました。 

鎌倉さんは福井県立大学の研究室の皆さんの協力の下、走査電子顕微鏡観察によって殻の微

細構造を明らかにしました。特に殻表面にはイチゴの表面を思わせる独特な凹凸があり、よく似

た種とは微細構造が大きく異なることを突き止めました。また遺伝子の塩基配列を調べ、このケ

イソウがこれまでに知られている種と遺伝的に異なることも明らかにしました。そこで研究チ

ームは、このケイソウを Epithemia fragarioides（エピテミア・フラガリオイデス）として新

種記載しました。種小名の「フラガリオイデス（fragarioides）」は、イチゴに似た独特な凹凸

をもつ表面構造であることから、イチゴの属名フラガリア（Fragaria）にちなんでいます。そし

て、本種が特に多く出現する中池見湿地をタイプ産地＊１として指定しました。鎌倉さんらはこ

のケイソウを、中池見湿地だけでなく奈良県の池や温泉からも採集しました。さらに研究チーム

は、これまで日本中の様々な湿地や河川から報告されてきたよく似たケイソウも、同種であるこ

とを明らかにしました。 

本研究の成果は、見過ごされていたケイソウの多様性の理解に貢献するものです。また、ケイ

ソウは水環境の指標生物としても利用されるため、本種の発見は中池見湿地をはじめ様々な水

辺環境をモニタリングするための基礎的な知見となります。 

 

用語解説 

＊１ タイプ産地 

新種を正式に発表する際、その種の世界的な基準となる標本が採集された場所のこと。 


